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出資型新事業創出支援プログラム（ＳＵＣＣＥＳＳ）における 

ＣｏｒｅＴｉｓｓｕｅ ＢｉｏＥｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ株式会社への 

出資決定について 

ＪＳＴ（理事長 濵口 道成）は、出資型新事業創出支援プログラム（ＳＵＣＣ

ＥＳＳ）において、ＣｏｒｅＴｉｓｓｕｅ ＢｉｏＥｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ株式会

社（本社：神奈川県横浜市、代表取締役社長：城倉 洋二、以下「ＣＴＢＥ」とい

う）からの第三者割当増資注１）の引き受けを実施しました。 

ＣＴＢＥは、早稲田大学 岩﨑 清隆 教授が開発した厚い組織でも脱細胞化が

可能な技術と強度が保持され、再水和が容易に行える凍結乾燥・減菌技術を応用

した「脱細胞化組織注２）」を用いて、膝前十字靭帯の再建手術に用いる人工靭帯の

製品化を世界に先駆けて行っています。ＪＳＴの大学発新産業創出プログラム（Ｓ

ＴＡＲＴ）の平成２６年度採択課題「前十字靭帯再建手術に用いる動物由来無細

胞化腱の事業化」での研究開発成果を基に、平成２８年１１月２９日に設立され

ました。 

膝前十字靭帯再建手術を受ける患者は世界で年間８０万人以上と推定され、日

本だけでも年間で約２万人が再建手術を受けています。多くの患者は、自身の健

康なハムストリング腱や膝蓋腱等から採取・加工した移植片を膝に移植するとい

った、体に高負荷な治療を余儀なくされています。自身の組織を取らずに済むこ

の革新的な医療機器が医療現場で活用されることで、世界中の多くの患者の負担

を大幅に軽減することが可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 脱細胞化処理後、凍結乾燥した人工靭帯 
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＜企業概要＞ 

企業名 ＣｏｒｅＴｉｓｓｕｅ ＢｉｏＥｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ株式会社 

設立日 平成２８年１１月２９日 

本社所在地 神奈川県横浜市 

代表取締役 城倉 洋二 

事業内容 
脱細胞化技術を用いた生体組織由来の膝前十字靭帯再建手術用の

人工靭帯の開発、製造、販売 

 

＜用語解説＞ 

注１）第三者割当増資 

特定の第三者に新株引受権（新株の割り当てを受ける権利）を与えて行う増資

のこと。会社の資金調達の方法の１つで、会社の自己資本を充実させ、財務内容

を強化することができる。 

注２）脱細胞化組織 

 動物組織から拒絶反応を引き起こす可能性のある細胞成分を除去し、体内に移

植すると自己の組織が再生する組織。 

 

＜お問い合わせ先＞ 

＜ＣＴＢＥに関すること＞ 

ＣｏｒｅＴｉｓｓｕｅ ＢｉｏＥｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ株式会社 

担当：城倉 洋二（ジョウクラ ヨウジ） 

〒230-0045 神奈川県横浜市鶴見区末広町 1 丁目 1-43 

ライフサイエンス研究センター301 

URL：https://www.coretissue.com/ 

 

＜ＳＵＣＣＥＳＳ事業に関すること＞ 

科学技術振興機構 産学共同開発部 起業支援室 

〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 

朝賀 克栄（アサカ カツエイ） 

Tel：03-6380-9014 Fax：03-5214-0017 

ＪＳＴは平成２６年４月より「出資型新事業創出支援プログラム」（ＳＵＣＣＥＳＳ：

ＳＵｐｐｏｒｔ Ｐｒｏｇｒａｍ ｏｆ Ｃａｐｉｔａｌ Ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｉｏｎ ｔ

ｏ Ｅａｒｌｙ－Ｓｔａｇｅ ＣｏｍｐａｎｉｅＳ）を実施しています。本事業は、ＪＳ

Ｔの研究開発成果の実用化を目指すベンチャー企業に対しＪＳＴが出資並びに人的およ

び技術的援助を行うことでその創出および成長を促進し、当該ベンチャー企業が行う事

業活動を通じてＪＳＴの研究開発成果の実用化・社会還元を促進することを目的として

います。出資を通じてＪＳＴがベンチャー企業の株主になることで、民間の資金を誘引

する「呼び水効果」も志向しています。 

ＵＲＬ：https://www.jst.go.jp/entre/ 
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E-mail：entre[at]jst.go.jp 


